
工事完了検査の対応について 

 

工事完了にともなう工事完了検査時には、次の事項について心がけること。下検査も同様とする。 

（１）完了検査時の職員配置 

  １．検査者（発注者） 

     検査員                   １名 

     補助員（監督職員）              １～２名 

  ２．受検者（請負業者）               

     検査員随行員（現場代理人）         １名 

     設計図、施工図説明員            １名 

     検査用具担当員               １名 

     書記担当員（検査員へ随行）         １名 

（２）書類関係 

 １．設計図 

２．建築工事共通仕様書 

３．建築工事施工監理指針（上・下巻） 

４．建築工事標準詳細図 

５．各工事施工図 

６．各工事施工計画書 

７．社内検査調書 

８．工事写真 見隠れ部分は写真による検査となる。 

９．使用材料証明書、（ＪIＳ規格証明、ＪＡＳ規格証明等） 

10．各種試験成績表（コンクリート、鉄筋、サッシ、細骨材塩分等） 

11．コンクリート配合表（控） 

12．鉄筋ミルシート（鉄骨含む） 

13．工事打合簿（控） 

14．下請名簿（控） 

15．主要資材搬入報告書（控） 

16．工程表（控） 

17．納品書 

18．数量報告書（駆体、塗装、防水等） 

19．マニフェストの写し 

 

（３）準備するもの 

１．巻尺        （１）３０～５０ｍ  （２）３～５ｍ 

２．磁石 

３．懐中電灯      必要に応じてサーチライト 

４．鏡（２ｍ棒付）   扉の下端に入る薄いもの 

５．梯子        屋根及び天井等の検査 

６．ローリングタワー  建物の階高等必要に応じて準備 

７．脚立        各階に準備 

８．レベル（箱尺共）   

９．トランシット（水糸共） 

10．ノギス 

11．スコップ 

12．木づち 

13．ぺンチ 

14．ドライバー 

15．下げふり      建物の高さの程度 



16．ナイフ（カッター） 

17．ホース       ５～１０ｍ 

18．ピンポン球     2個程度 

19．三角スケール 

20．チョーク 

21．作業服 

22．軍手 

23．長靴 

24．ケレン棒 

25．タオル 

26．拡大鏡（虫眼鏡） 

27．材厚測定器（針、千枚通し等） 

28．その他指定するもの 

 

 


